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答 権 藤 勇
本患者に於ても数回にわたりp 精力的に’ベ＼fJ1i；支鏡検









































質問 /fj; 1-J 栄
憩室によ る臨床症状は憩室内’i’.~；＇；：停滞する放の憩室
炎に由るものと思われるので，レントゲン透視で時間
的に追求して憩室内にパリウムが残るかどうかを見ら
れ》Ii術前の訴えの分析が或程度出来たのではないか
と思います．
答 江左 1浩一
レ線検査では経時閣的に懇室内の内容停滞の状態を
観察しておりませんがy 下行脚部の憩室は Spjeg-el-
bildが立証されP 短時間の観祭でも明かに内容停滞の
像を認めp 旦組織学的にも明瞭な憩室炎の所見を得て
おりますので，術前の訴えの大半は十二指腸憩室によ
るものと解釈してよいものと考えます．
